
1

栃木県 大田原市 那須ナチュラルチーズ
研究会

・フランスや北海道から技術者を招聘
し研修会を開催。高等専門学校や研
究機関と連携し、地域由来の発酵菌
や酵母を活用した特色あるチーズ製
造に取組む。商品数を29から54、売
上7,500万円から1億2,500万へアッ
プ。

・那須のチーズ工房は3 工房から11
工房に増加し、雇用増。

2

東京都 新宿区 株式会社テーブルカン
パニー　発酵温浴nifu

・間伐材や林地残材の問題解決のた
め、廃業した製材所を取得・再生。

・施業放置林の枝打ちや間伐および
林地残材を活用して、発酵温浴資材
に再生。吉野産ヒノキの発酵熱を利
用した温浴サロンを都市部で9店舗
展開。（売上4,287万円→2憶8,192万
円）

・利用価値が見出されない木材部位
を、より高く買い取ることにより現地
林業者の収益増加及び雇用の創出
に貢献。

3

群馬県 沼田市 薄根地域ふるさと創生
推進協議会

・ 棚田のオーナー制を実施し、農業
体験を通じて都市と交流。
・ 体験・滞在プログラムの開発、沼田
産大豆を使用した味噌づくり体験、地
元の石墨窯を活用しての陶芸体験、
ドローン体験を実施。
・地元の小学生を対象に、夏休み期
間中の自然観察会を継続実施。
・ ホタルの餌となるカワニナを養殖
し、放流会を実施し、ホタルの復活・
棚田の保全活動を地元小学校と実
施。
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林地残材の加工作

フランス技術者による研修
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